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  今週のニュースピックアップ


  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。〔毎号配信〕


  


  ◆グーグル検索の「サジェスト機能」表示差し止め仮処分申請のゆくえ


  3月19日、東京地裁の作田寛之裁判官がグーグルの検索単語の予測候補補助機能である「サジェスト機能」について、日本人男性が表示を差し止めを米国のグーグル本社に求めた求めた仮処分申請を認める決定をしました。[*1] そもそもサジェスト機能とは、いったいどういうものなんでしょうか。


  津田：グーグルで検索をしようとして単語を入力すると、候補欄に自動的にAND検索（複数のキーワードを含むページを検索する検索方法の1つ）されがちなキーワード候補が表示されますよね。例えばグーグルで「津田大介」と入力すると、自動的に「津田大介 メルマガ」「津田大介 twitter」「津田大介 金髪理由」「津田大介 ワセジョ」といったように、僕に関係が深いワードが表示されます。これは、ユーザー個人の検索履歴から導き出しているのではなく、表示される候補のランクを検索語全体の人気度 [*2] と組み合わせ、広範囲にわたる情報を駆使したアルゴリズムを用いて予測を行い、関連の深い単語を自動的に候補として表示させることでユーザーの検索の手間を省くという機能です。もともとサジェスト機能は2004年12月に実験的機能をリリースする「Google Labs」でベータ版として公開されたもの、日本語版は2005年3月に公開されました。[*3] その後、グーグルの公式機能として組み込まれ、今では当たり前の機能になりましたが、この機能自体はそこそこ新しいものなんですね。


  なぜ今回、原告の男性はグーグルに仮処分申請したのでしょう。


  津田：この問題を大きく報じた毎日新聞の記事によれば、「男性の実名を入力しようとすると、途中からフルネームとともに犯罪行為を連想させる単語が検索候補の一つとして表示され、それを選択すると男性を中傷する記事が並ぶ」という状況だそうです。確かにサジェスト機能は、文字入力途中でも働きます。「津田」と入力すると自動的に「津田大介」のほか、「津田寛治」「津田美波」「津田健次郎」といった芸能人の名前や、「津田塾大学」「津田沼」といった組織や地名なども出てきますね。ただ、「佐藤」や「鈴木」とかポピュラーな名字であれば、予測される候補の範囲がめちゃくちゃ広がってしまうので、恐らくこの人の場合、名字がそこそこ特殊な名字で実名にたどりつきやすく、そのうえで犯罪行為を連想させる単語が候補に出て、それで「おっ」と思った人がその検索候補で検索すると中傷記事がたくさん表示され、思い当たる節もないのその男性は退職に追い込まれてしまったという話ですね。


  記事には「中傷記事が1万件以上掲載され」とありますが……。


  津田：犯罪行為を連想させる単語例えば「逮捕」「覚醒剤」「詐欺」といったネガティブな単語がサジェスト候補として上がったのでしょう。1万件以上というのは、そのキーワードで検索結果が1万件以上ヒットしたということであって1万個記事があったというより、それは匿名掲示板のログなんかも含まれていたんだと思います。面白半分でそういった事実無根の犯罪歴が書かれ、それが悪意を持った者によってコピペで拡散していく。そのような状況があったため、サジェスト機能で表示されるようになってしまったんでしょうね。


  それがプライバシーの侵害にあたるとして、米国のグーグル本社を訴えていたわけですね。しかし、日本語の検索情報なんですから日本法人を訴えればいいのではと思うのですが。


  津田：男性は日米両法人に対して仮処分申請をしていたようですが、日本法人は「削除権限は米法人にしかない」と主張したことで、訴えの対象から除外されたそうです。しかし、米グーグルは表示差し止めを求める仮処分を認めたあとも、「単語を並べただけではプライバシー侵害に当たらない。単語は機械的に抽出されたもので特定の意図があるわけではない」としてその決定に従わないことを回答してきたそうです。これ自体はしょうがないというか、IT系企業の日本法人はIT企業の世界展開における窓口業務しか行っていないことが多く、会社の重要な意志決定については米国本社だけが行うというところも少なくないんです。グーグルの日本法人には日本人の技術者も大量にいますし、開発の拠点にもなっている。もちろん法務部もあるし、ロビー活動をするような部署もある[*4] 。会社としての実態はきちんとあるんですけど、プライバシーがらみの案件は米国に集約して対応するという方針なんでしょうね。実際、ヘルプページを見ると、プライバシーに関する質問や苦情の窓口は米国本社になっています。[*5]


  なぜ米国のグーグル本社は仮処分命令に従わなかったのでしょうか。


  津田：まず、根本的に彼らはアルゴリズムによって自動的に導き出されて表示されたものには作為性はなく、管理もできないのでその結果がもたらしたものには責任は負わないという立場なんですよね。プライバシー侵害という点で以前問題になったのは、2004年にGmailをスタートしたときです。メールというプライベートな情報に書かれている文字列をグーグル側が読み取って、自動的に広告を出している。これは一企業による個人メールの検閲でプライバシー侵害でないのか、という批判の声が多く寄せられたんです。[*6] グーグルはこの点についてヘルプページ [*7] で「Googleでは、主なウェブメール サービスと同様にスパムフィルタやウィルス検出の目的でGmailメッセージのテキストをスキャンしています。関連性のあるテキスト広告や他の関連情報を配信していますが、このプロセスはすべて自動化されており、人間がチェックすることはありません」と説明しています。同時に「Gmailでは受信者以外の人物が電子メールメッセージを読むことは許可されず、広告や関連情報は受信者にのみ表示されるため、Gmailの利用によって送信者のプライバシーが侵害されることはありません」としている。つまり、人間が見てチェックするのではなく、自動で広告表示が行われている状態で、ほかの人がメールを見ることもできなければそれは検閲やプライバシーの侵害にはあたらないと考えているんですね。今回のサジェスト機能についても、ネットで同時検索されがちなキーワードをアルゴリズムによって自動抽出して表示してるのに過ぎず、グーグルはそこに人的な価値判断を行っていないのだから、文句を付けられる筋合いはないというのが根本的スタンスとしてあるのでしょう。


  しかし、グーグル本社も仮処分命令に従わないというのは強気ですね。


  津田：あくまでこれは日本の裁判所が出した判断ですからね。米国と日本では法律も違うし、犯罪というわけでもないので、決定を米国法人に執行することができないんです。この問題とはちょっと違いますが、似たような事例はたくさんあって、一番わかりやすいのは２ちゃんねるでしょう。２ちゃんねるは2008年末から2009年にかけてそれまで管理人だった西村博之さんからシンガポールのPACKET MONSTER INC.という会社に譲渡されました。[*8] この会社が実態のないペーパーカンパニーであることが3月27日付け読売新聞の記事 [*9] で明らかにされましたが、これも２ちゃんねるに対して相次いで起きている訴訟対策とも言われてました。運営母体が海外の会社になるだけで法的な執行が不可能ではないものの相当面倒になってしまうんですよね。２ちゃんねる上で名誉毀損行為が行われて、その回復を訴訟で行おうとしても恐らくコストの方が高く付いてしまうため、実際は泣き寝入りしかできない。インターネットによって、サービスを提供する運営母体がグローバルになったことで、法執行が難しくなっている。背景にはそういうこともあるということです。


  しかし、現実的に被害は生じているわけで、何とか救済できないのでしょうか。


  津田：男性の代理人の富田寛之弁護士は「被害救済を実現するには法整備が欠かせない」とコメントしていますが、法的にプライバシーを保護する水準を決め、それに合致しないサービスは日本に進出できない、もしくは何らかのペナルティを科すといった措置が求められているのだと思います。実は今回の事件と似たような問題は英国でも生じていて、イギリス政府に属する「プライバシーと差止命令に関する合同委員会」が、プライバシーの侵害とみなされる検索項目を除外すべきだとグーグルに通告したと3月27日のTECHWeekが報じています。[*10] グーグルがきちんと対処を行わない場合、検索をフィルタリングさせる法律を導入することも辞さないとしており、グーグル側がこうしたある人物に対してネガティブなキーワードをサジェストする現象に対して、何らかの救済手段もしくは迅速に対処を行う専用の窓口を作らない限り、法律という厳しい枠組みで規制されていく流れができるのは致し方ないのかな、とも思います。


  今までグーグルの検索結果でプライバシー侵害が生じることは日本で問題にならなかったのでしょうか。


  津田：今回はサジェスト機能による侵害ですが、検索結果についての侵害事例はたくさんありました。そのため、検索結果から自分の情報を除外して欲しいというリクエストはたくさん出ていたんですね。検索結果から自分の情報を削除したい場合、具体的にどうすればいいか。Yahoo!の場合、「検索結果に関する情報提供フォーム 入力画面」というページ [*11] で、検索結果からの情報削除をリクエストすることができます。ただし、「検索結果からの情報削除に関しましては、個別の見解および検討結果を含め、返答はいたしておりません」と、Yahoo!側で勝手に判断する形になっています。グーグルの場合はもっと単純でヘルプページには「ウェブからコンテンツを削除するには、そのページのウェブマスターに連絡し、コンテンツの削除を依頼する必要があります」と書かれています。[*12] これは要するに「記載されているページ側が削除すれば、自動的にグーグルのインデックスからも消えるからいいだろ」というポリシーでやっているということ。検索結果が表示されることで侵害されるプライバシーなどの責任は放棄しているんですね。まあいちいち対応してたらきりがないから仕方のない側面はあるんでしょうが、それにしても個別の被害が生じているときにこのポリシーでは迅速な救済ができないわけです。さらに、日本の場合は複雑で、グーグルのこのポリシーに従うと２ちゃんねるのような匿名掲示板にプライバシー侵害情報が書かれた場合、侵害された側が「削除依頼」という専用の掲示板において、公開のやりとりでやらなければならないんです。[*13] しかし、プライバシー侵害が生じている状況で本人が「公開」のやりとりを行わなければならず、かつ、削除されるかどうかは２ちゃんねるのスタッフでしかない「削除人」が判断するそんな流れでやっているため、案件によっては削除されないこともある。あまりにも踏まなければ手続きが多いので、放置されているプライバシー侵害書き込みも多いんです。それで頑張って２ちゃんねるの情報を削除できたとしても、ネガティブな情報はコピペでさまざまなブログやソーシャルメディアに広まっていってしまいますから、今回のように1万件以上広がってしまった場合、侵害された個人が1万件個別にサーバーを運営する管理者に連絡を取って削除するということをしないとグーグルの検索結果からは消すことができない。そんなのまったく現実的じゃないですよね。だからこそ、グーグル側には検索結果で生じるプライバシー侵害について、英国が要求しているようにフィルタリングを行うなど何らかの対処が求められているのだと思います。


  英国の流れは日本にも来るでしょうか。


  津田：英国の場合、「プライバシーと差止命令に関する合同委員会」があるように、政府内にきちんとプライバシー問題を専門に扱って法的規制の権限も有する機関があるんですよね。日本ではそうしたプライバシー問題を専門に扱う独立機関が存在しないため、ネット上のプライバシー侵害問題に関しては便宜上総務省が対応していたんです。ただ、総務省はITサービスを振興する官庁という側面もあり、振興と規制が同じ官庁にいるとガバナンスがきかないという問題があるんです。ガバナンスがきかなかったもっともわかりやすい例が原子力行政で、原発を推進していた経産省内に設けられていた原子力安全・保安院はまったく原発に対して抑止力や監視をできてなかった実態が福島第一原発事故で明らかになったわけです。本来振興と規制は別の機関でやらないといけないのに、日本はそこが曖昧だからズブズブになっていっちゃうんですね。放送や通信行政についても同様で、米国では連邦通信委員会（FCC）という放送通信事業を独立して規制監督を行う政府機関があるわけですが、日本はそうした独立機関はなく、振興と規制を総務省という同一の役所がやっている。規制監督官庁という意味では、消費者庁がこうした問題について対処するという考え方もあるんですが、消費者庁が現状まともに機能していないのを見ると、望み薄ですね。情報技術が発達し、プライバシー情報がスマートフォンやソーシャルメディアで急速に拡散する今だからこそ、独立したプライバシーの保護機関を作ることが日本でも求められているのだと思います。


  



  [*1] http://mainichi.jp/select/jiken/news/20120325ddm001040062000c.html


  [*2] グーグルの検索語ランキングは「Zeitgeist」というページでまとめられている。2001年以降は、年間のランキングも公開されている。


  http://www.google.com/intl/en/press/zeitgeist/yearend.html


  [*3] http://www.itmedia.co.jp/news/articles/0503/09/news050.html


  [*4] 「Googleストリートビュー」がプライバシーの侵害にあたるのではないか、と指摘されたときに、グーグル日本法人は東京都情報公開・個人情報保護審議会に招かれ、同社の広報部長とポリシーカウンセル担当者が説明を行った。


  http://www.metro.tokyo.jp/POLICY/JOHO/JOKO/SHINGI/e7j2p100.htm


  [*5] http://www.google.com/intl/ja/policies/privacy/faq/#toc-contact


  [*6] http://internet.watch.impress.co.jp/cda/news/2004/04/20/2850.html


  [*7] https://mail.google.com/mail/help/intl/ja/more.html


  [*8] http://hiro.asks.jp/54104.html


  [*9] http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20120327-OYT1T00043.htm


  [*10] http://www.techweekeurope.co.uk/news/uk-mps-google-privacy-censor-searches-69648


  http://j.mp/HeuMwJ


  [*11] http://form.ms.yahoo.co.jp/bin/searchfdbk_info/feedback


  [*12] http://www.google.com/intl/ja/policies/privacy/faq/#toc-remove


  [*13] http://qb5.2ch.net/saku/


  メディア／イベントプレイバック《part.2》

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.27《part.2》のゲストは、旅行作家の下川裕治さんです。


  


  ◆今なぜ日本を脱出する人が増えているのか


  （2012年1月10日 J-WAVE『JAM THE WORLD』「BREAKTHROUGH！」より）


  出演：下川裕治（旅行作家）、高橋杏美（JAM THE WORLDリポーター）、津田大介


  企画構成：きたむらけんじ（『JAM THE WORLD』構成作家）


  



  津田：東京、六本木ヒルズからお送りしている津田大介のJ-WAVE『JAM THEWORLD』、続いては「BREAKTHROUGH！」のコーナーです。アシスタントは高橋杏美さんです。よろしくお願いします。


  高橋：今年のお正月は円高傾向も手伝って、海外で過ごす人が昨年よりも5％近く増加しました。特にマレーシアやシンガポールなど、アジア圏の人気が高かったようです。その一方で、旅行先ではなく仕事先として、別の言い方をすれば「生きる場所」として、海外特にアジア方面に活路を見出す人が増えているんです。


  津田：僕の知り合いでも「お坊さんになる」と言ってチベットへ行ってしまった人がいます（笑）。日本社会の閉塞感が指摘されるようになって、だいぶ経ちますよね。新しい年を迎えた今のタイミングだからこそ、「海外で生きる」という選択肢が、多様な生き方の一つとして現実味を帯びてきているようにも思います。


  高橋：そこで今夜は旅行作家の下川裕治さんをお迎えして、日本を脱出する人が増えている理由や現地での生活に関するお話を伺い、そこから見えてくる日本人の人生観の変化について考えてみたいと思います。下川さん、こんばんは。どうぞよろしくお願いします。


  下川：よろしくお願いします。


  高橋：下川さんは、毎月2回のペースで東南アジアを中心としたアジア圏を訪れているということですね。海外で暮らす日本人は実際、増えているんですか？


  下川：増えていると思いますね。日本人が多く住んでいるところを挙げると、上海で20万人、バンコクでも10万人くらい。毎年1万人くらいずつのペースで増えているんじゃないかと思います。


  高橋：日本人が海外を目指す理由は、時代によって変わってきているそうですが。


  下川：以前は「海外に行く日本人」というと、旅行者や駐在員が多かったんですね。その前提となるのは「豊かな日本」の存在でした。経済的にゆとりのある人が海外に旅行する。駐在員ならば、現地で仕事して日本に収益を持ってくる。しかし今は逆に、日本で生きづらくなったからこそ、海外に生きる場所を探す人たちが増えているんです。


  高橋：年齢層による違いはあるのでしょうか？


  下川：30〜40代は仕事を求める人が多いんですね。50代以上になると「年金や個人の資産で生きていこう」というリタイヤ組もいます。


  津田：昔は定年退職したリタイヤ組が、オーストラリアやニュージーランドといった暮らしやすい国で余生を過ごすというのが海外移住のモデルケースでしたよね。それにしても、30〜40代がアジアを目指すというのは、とても意外ですね。下川さんは「時代によって日本脱出のかたちに違いがある」とおっしゃっていますが、これはどういうことですか？


  下川：一つ例を挙げましょう。広告営業マンがいたとします。彼が日本のA社からは広告がとれなかったと。けれど向こうへ行けば、日系企業として現地に進出しているA社から広告がとれる。最近は、こういう現象が起きているんです。今、世界で成長しているのは、アジアだけじゃないですか。だから、日本で広告を打たない企業でも、アジアでなら打つんですよ。それで、企業の拠点そのものも向こうに移しちゃったほうがいいだろうと、そういう現象が起きています。


  津田：じゃあもう本格的に、経済活動の拠点がアジアに移り始めているということなんですね。ただ、ひとくちに「アジア」と言っても、シンガポールやマレーシアのように豊かな国ばかりではなく、かなり貧富の差があると思います。傾向としては、もうアジア各国に日本人がいるという感じですか？


  下川：そうですね。経済活動という観点からすると、バンコクやマレーシア、シンガポール、中国あたりは、すでにある程度、成長しています。だから、たとえば「これからのビジネスはバングラデシュにある」と考えて、先へ先へと動いている人もいますね。その一方、日本で仕事が見つからない人がアジアへ流れてきている。「向こうで仕事を作ろう」という積極的なタイプではなく、「日本では生きられないから物価の安いところで暮らそう」という消極的なタイプが増え始めていますね。


  津田：日本で3か月も働けば、海外で1〜2年優雅に暮らせる昔はそういうライフスタイルもありました。


  下川：今、その規模はぐんと縮小しています。バイトや派遣で短期間働いて、50〜60万円くらいのお金をなんとか貯め、そのお金で行っちゃう。いわゆる「外こもり」です。アジアはバブル時代に比べてお金のケタが1つも2つも少ない人たちの渡航先みたいになっています。


  津田：「外こもり」とは何でしょう。初めてこの言葉を聞く人もいると思うので、少し説明していただけますか？


  下川：「日本ではなく、海外で引きこもる」という意味です。日本で集中的に働いて、向こうへ行ったら何もしない。[*1]


  津田：バブル崩壊の始まった1990年代前半ごろと比べれば、今はアジア各国が成長を遂げてきているじゃないですか。日本との経済格差も、相当縮まってきていると思うんです。外こもりの増加には、そういうことも影響しているのでしょうか？


  下川：外こもりの人たちが、なぜ向こうで暮らすことができるか。コンビニとファーストフードとマンガ喫茶があるからなんですね。つまり空間移動しているだけで、引きこもってやってることは日本と同じ（笑）。


  津田：なるほど……。日本にいても、地方には仕事がない。同じ物価の安さなら、むしろ海外のほうが生きやすい。だから外こもりが選択肢の一つになってきているそういうことでしょうか。


  下川：はい。海外の人のほうが、仕事をしてない人に対して寛容ですよね。働いてない人が多いから（笑）。日本では、仕事しないで引きこもっていると、世間の目も厳しいじゃないですか。向こうでは、仕事をしてなくても一個の人格として、ちゃんと認めてくれますからね。


  高橋：でも仕事をしていなければ、滞在費用も底をついてきますよね？ そうなった時は、どのように生活するんですか？


  下川：それが何とか暮らせちゃう、というのがアジアでしてね（笑）。


  高橋：下川さんが取材した人たちの中で、特に印象に残っているのはどんな人でしょう？


  下川：時代劇の役者をやっていた人がいて、40歳くらいの時、靭帯を痛めてしまったんですね。そうなると若い人がどんどん台頭してくる。その人も「もう日本ではダメだ」といったんは諦めたものの、やっぱり役者を続けたくて、タイにわたって再スタートを切ったんです。しばらくの間は、デパートの屋上でやるようなイベントの仕事が続きました。それが日本人の侍役なんかで徐々に声がかかるようになり、最近ではCMや映画にも出演していて、タイでは結構有名なタレントになっちゃってるんです（笑）。「日本ではあんなに苦労してたのに、こっちに来たら、なんで最高の役が俺に回ってくるんだ」と本人は驚いてますね。ただ、タイでは役者の地位はそれほど高くないんです。「ふだんは居酒屋で焼き鳥を焼いている」と言っていました。


  津田：食べるための仕事をしながらではあるけれど、「役者」という自己実現のための仕事ができるようになったわけですね。ほか、若い人たちではどうですか？


  下川：若者では、海外にわたってホームレスになってしまう子たちもいます。見ているとやっぱりキツいですよ。食事面についてはお寺なんかで施しが受けられて、気候も暖かいでしょう？ 路上生活が日本よりずっと楽。だから暮らせちゃうんですよね。


  津田：日本を脱出する人たちのベースには、何か共通する思いがあったりするんですか？


  下川：そうですね、日本で仕事していた時の職場や同僚に対して、憎しみに近い感情を持っていることが多いですね。日本ではうまくいかなかった自分がいて、それが大きなコンプレックスにもなっている。日本で働くことそのものがトラウマになっていたりもします。


  津田：日本での仕事に疲れてしまって、外へ向かう人も中にはいますよね。元エリートみたいな人もいますか？


  下川：はい、います。彼らが日本を脱出したきっかけで、典型的なものはやっぱり「うつ」ですね。精神的にも大変な、キツい仕事をやっていた人が少なくありません。このスタイルだったら何とか仕事ができる、そんなポジションを海外だからこそ見つけられたという人は、多いと思いますよ。


  津田：日本のシステマティックな社会に息苦しさを感じた人が、アジア独特のゆるい雰囲気に癒されている。


  下川：そう、たとえばこんな話があります。タイに移住した人が現地の女性と結婚し、子どもが産まれました。そうしたら、ある日突然、奥さんが「美容師学校に行って手に職をつけたい」と言い出したというんです。ダンナさんはびっくりするじゃないですか。どうして子どもが産まれたとたん、そんなことを言い出すのかと。すると奥さんはこう答えました。「あなたがいつまで家にお金を入れてくれるかわからないから」と。つまりタイでは、男性は家庭に責任を持たなくていいんですよ。妻は夫がどこで働いているかすら、知らなかったりするんです。家にお金を入れてもらえなくて、自分で屋台をやって子どもを育てている人もたくさんいます。


  津田・高橋：えーーー!?


  下川：いいでしょう、この社会（笑）。


  津田：タイに移住しようかなぁ（笑）。


  高橋：ところで下川さんは、日本脱出をする日本人は、「足湯感覚」でいるべきだとお考えだそうですね。それはいったい、どういうことなのでしょうか？


  下川：「渡航先の社会に、首までどっぷり浸かってはいけない」ということですね。社会って、どこに行ってもそんなには変わらないし、それぞれに固有の文化があります。そこに入り込みすぎてしまうと、日本にいる時と結局は同じで、最後はボロボロになってしまう。海外に行く目的は、自分にとって心地よい場所を得るためですよね。ならば、あまり深入りしないこと。大前提として、その国の言葉をあまり理解するようになってはいけません。言葉がわかると、悪いことも全部聞こえてしまいますから（笑）。


  津田：おお、かなり具体的なアドバイスですね。その国にどっぷり浸かってしまったために、不幸になった例がいっぱいある、と。


  下川：そういうことです。特に年配の方になると「ここに○年いなきゃいけない」と決め、頑固に暮らす人たちが目立ちます。何にもやることがないのにそこにいて、「現地の人たちと同じご飯を食べ、同じ生活をしないと、ここで生きていってはいけない」と思い込んでいる。でも、もともと住み慣れた日本とは食生活も習慣も異なるわけで、無理して合わせようとすると、やはり体を壊しますよね。そういう人たちの海外暮らしは、せいぜい2、3年が限度でしょう。


  津田：そういう人たちは結局、どうなってしまうんですか？


  下川：意地を張って、現地に住み続ける人が多いです。見ていると、すごく辛そうですよね。「日本に帰ればいいのに」と僕は思うんだけど。


  津田：現実問題、今の日本は景気が悪くて、生きていくのも大変です。でも、アジアでなら働ける、あるいは生活できる。それを最後の切り札として持っておく、それくらいの感覚で捉えておいたほうがよいのかもしれませんね。


  下川：はい。僕は向こうへ行く時、退職を迫られているような、厳しい状況にある人を一緒に連れていくことが多いんです。そうして彼らを現地で働く日本人に紹介したりすると、帰国する頃には意外と表情が明るくなっている。どうやら「ここでなら働けるな」と思うみたいなんですよ。そうすると「日本でもう少しがんばってみようかな」という気になるようで……。


  津田：アジアが日本人にとって、セーフティネットになっている。逆に言うと、日本には受け皿がなくなってきているということですよね。


  下川：そういうことですね。アジアの雇用形態は日本とはだいぶ違って、会社員でもたいして保障がないでしょう？ 社会保険もない国が多くて、給料を渡すだけ。だから現地の人は、わりと気軽に人を雇うんですよ。


  津田：発想を変えて、日本国内を見てみるとどうでしょう？ たとえば沖縄には、東京で疲れてしまった人が移り住んだりしていて、ある意味でアジア的なセーフティネットとし機能しているところがあると思います。下川さんは、このあたりをどう捉えていますか？


  下川：移住する際のテンションは、非常に似ていると思います。でも、沖縄のほうが早く「決着」がつきますね。ずっと暮らせるか、やっぱりダメかという。それは、アジアと違って言葉が通じてしまうからです（笑）。


  津田：なるほど。海外に行く決心がすぐつかない人は、まず沖縄で試してみるのも手だと。


  下川：そうそう。沖縄でダメなら、まあ海外でもダメでしょうね（笑）。


  津田：ところで、僕は「BRICs」ブラジル、ロシア、インド、中国という経済発展が著しい4国も、近いうちに今の日本みたいな閉塞感に覆われるんじゃないかと思っているんです。そうなると、アジアに吹いているゆるい風も止まってしまうかもしれない。


  下川：確実にその方向に動いてきています。その「アジアのユルい風」がどこで守られているかというと、僕は「家族」のあり方にあると見ているんですね。それらの地域では日本と違って、まだ「家族が大切」という部分だけは守られていると思うんです。そこが崩れてきたら、やっぱり日本と同じになってしまうだろうなという気はします。アジアでは概して政府がいい加減で制度が未熟だから、自分たちの力で親や子どもを守らなくちゃならない。それで結果的に、家族の結びつきが強くなっているんです。逆に国が豊かになると、社会保障が拡充していく。つまり国がある程度守ってくれるようになるから、家族の絆が弱くなっていくおそれがあるんです。難しい問題ですよね。


  高橋：結論をお訊きします。下川さんは「生きる場所を海外に求める」という選択はありだと思いますか？


  下川：ありだと思いますよ。日本では、社会や会社に責任を負わせようという風潮が強いですよね。でも、自分で海外に行こうと決めた人は、自分の決断に自分で責任を取る覚悟をしているから、元気ですよ。お金はないけど。


  津田：日本を脱出する一番のメリットは、「生きる力が養える」ということかもしれないですね。語学力に不安がある人は、沖縄や宮崎、あるいは島根の隠岐諸島にある海士（あま）町 [*2] のように、UターンやIターンで移住者を積極的に受け入れているところを考えてもいいし。そういうのも今後、選択肢の一つになっていくでしょうね。


  高橋：最後に、日本脱出を考えている人に向けて、外こもりのメリットとデメリットをお願いします。


  下川：外こもりをすると、病気になったり、結婚して子どもが生まれたりした時、いろいろ複雑な問題が出てきます。それと日本社会では、まだ向こうでの仕事や経験に対する評価が低いんですよね。何をやっても、「それができたのはアジアだからでしょう？」という見方をされてしまう。これがやはり、外こもりした人が日本社会に復帰しづらいもっとも大きな理由だと思います。


  津田：海外で自信をつけた人が、日本に戻ってきて活躍しているというケースはないのでしょうか？


  下川：日本の若者は今、仕事では海外に行きたがらないんですよね。「大変だから」という理由で。だから、特にメーカーなどがアジアで日本人を採用し、優秀な人を本社採用にするという道ができつつあります。


  津田：それは結構大きなメリットですね。一発逆転を狙う人にとっては、大きな選択肢になる。


  下川：人生が変わるかもしれないですよね。


  高橋：そろそろお時間になってしまいました。今日お話しいただいた内容を含め、海外に活路を見出そうとする日本人の実態は、平凡社新書から出版されている下川さんの著書『「生き場」を探す日本人』[*3] に詳しく書かれています。興味のある方は手にとってみてはいかがでしょうか。下川さん、今日はお忙しい中、どうもありがとうございました。


  下川：ありがとうございました。


  津田：今日は旅行作家の下川裕治さんにお話を伺いました。以上、「BREAKTHROUGH!」でした。


  



  [*1] http://japan.internet.com/busnews/20080130/8.html


  [*2] 島根県隠岐郡海士町については、本メルマガvol.26の「メディア／イベントプレイバック」でも取り上げている。本メルマガで、いずれ現地取材記事を掲載したいと考えている。


  [*3] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/458285592X/xtcbz-22


  



  ▼下川裕治（しもかわ・ゆうじ）


  旅行作家。1954年長野県生まれ。新聞社勤務を経てフリーランスに。『12万円で世界を歩く』（朝日文庫）でデビュー。アジアや沖縄に関する著書／編著が多く、バックパッカーでの旅行スタイルについて書き続けている。『南の島の甲子園 八重山商工の夏』（双葉社）で2006年度ミズノスポーツライター賞最優秀賞を受賞。著書に『世界最悪の鉄道旅行 ユーラシア横断2万キロ』（新潮文庫）、『日本を降りる若者たち』（講談社現代新書）、『「生き場」を探す日本人』（平凡社新書）、『アジアでハローワーク』（ぱる出版）『タイ語の本音』（双葉文庫）、『沖縄県謎解き散歩』（新人物往来社文庫）など。


  ブログ：http://odyssey.namjai.cc/


  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします

  


  こんにちは。MIAU事務局長兼メルマガスタッフの香月です。今回は前回告知したように、3月22日に文化庁で行われた「国内外における著作権等の課題（諸外国における法制度のメリットや問題点等を含む）に関する意見交換」内で行われた、最後の違法ダウンロード刑事罰化についての質疑応答の内容について、そのメモを掲載しようと思います。メモなので完全な文字おこしではない点をご了承ください。


  森ゆうこ文部科学副大臣：私どもは著作権法の改正案について、現時点で関係者に合意が得られたものを入れ込んだ改正案を閣議決定した。これは閣法である。それに対して議員立法で、ご存知だと思うが違法ダウンロードの厳罰化という法案が用意されている。まだ提出はされていないが、これについてかなり強い動きもある。違法ダウンロードの厳罰化についてどのようにお考えか？皆様のご意見を伺いたい。


  福井弁護士：私はMIAUとは少し意見が違うかもしれないが、私は親告罪ということが保たれる限りにおいては、本当の意味でのchilling effectは起きにくいのかなと。本当に軽微な違法ダウンロードにおいて本当に告訴が出来るのかという疑問がある。告訴はあまりおこなわれないのではないかと思う。処罰化されても現実には処罰はされないケースが多かろうかと思う。といいつつもでは積極的にダウンロードの処罰化に賛成かというと、それほどメリットがあるのかなということで引っかかるところもある。おそらく処罰される、罰則がつくということで、時々出てきたごく悪質な人を処罰するとかそういうことを考えているのだろうとは思うが、果たして処罰化に伴う人心の動揺など、そういうものを乗り越えてまで通すだけのメリットがあるのかなという点で、私自身は怪しいと思う。


  ドワンゴ：我々も昨年末にMIAUと一緒にシンポジウムをやった。我々としては刑事罰化はありだということをその際に示した。そのときもどういったものに対して、どんな内容なのかというものを推し量る必要があると思っている。先ほど述べたとおり国内における著作権侵害案件に関しては、解決しているとまでは言い切らないが、ある程度の事業者、権利者、ユーザーの三者間での話し合いはかなり進んでいる。まだまだ問題視されるものもあるにもかかわらず、どちらかと言うとポジティブな方向に解決の方向に進んでいる。先ほど申し上げたとおり情報流通という方向に舵を切り始めている。処罰化が実行されることによってむしろ問題化されるべきは、著作権侵害の温床になっているようなサービスの利用についての抑制をどう働きかけるかというところがきちんと議論されることで、具体的な効果が見込めるということであれば我々としては効果的だと思う。それに対しての目的を持っているということであればよいのかなと思う。ただ我々としても推測の域を脱していないが、そういう方向性であればというある意味条件付きで賛成の意向を持っている。


  小寺：ダウンロードの刑罰化についてはそもそもアップロードという形があってのダウンロードである。インターネットの形としては、1人の人間がアップロードした1つのファイルを大人数がダウンロードするという非対称の形をしている。もし著作権侵害のものを取り締まるということを考えれば、どちらを抑えたほうが効率的かというのは明らか。あまりにもたくさんいるダウンローダーに対して違法化、あるいは刑罰化をかけることは弊害が大きいと思う。たった1人のアップローダーを抑えるほうが確実に効率は上がるはず。その評価がなされないうちにダウンロード違法化、あるいは刑罰化が進んでいる。昨年11月ごろのヒアリングではダウンロードの違法化がどれくらいの人に知られているかという調査の結果が公表された。たしかレコード協会が行ったものだと思う。一番ダウンロード違法化に影響があるであろう10代の若い男女に調査を行ったところ、まだダウンロード違法化の認知率は半分くらいしかない。その状態でまだ刑事罰化を進めるというのはどう考えても時期尚早であるし、ダウンロードが違法化されたことに対する効果測定がまだされていないというふうに私たちは考えている。


  津田：僕自身がこのダウンロード違法化が決まった審議会の委員を務めていた。その中の立法プロセスで覚えていることがある。最終的には全員で違法化を決めたわけだが、そのときに刑事罰をつけるかということで3年間かなりの議論があった。その中でその時の中山信弘主査が、刑事罰をつけるというのは十分家庭で行われるような行為については刑事罰をつけるのはい行き過ぎではないか、ということで刑事罰は見送られることになった。このような議論があってダウンロード違法化が決まったというふうに理解している。それから2年から3年が経過し効果測定もままならない状況で、議員立法で審議会で決まったことを頭ごなしにして進めるというのは立法プロセスとして問題があるのではないかと思う。ダウンロード違法化を議論しているときのパブリックコメントでは8000件の反対意見が集まった。その民意を飛ばすという意味でも問題がある。もうひとつある。刑事罰化の拡大の方向に危惧しているところがある。ネット上での海賊版の対策については当然対策をすべきだと思うが、情報がデジタル化し、インターネットでの情報流通が進んでいく中で、どうしてもコピーしなくてはならない状況は多い。現状では音楽と動画に限られているが、著作権分科会での議論では他の著作物、ゲームや写真、そして僕もジャーナリストとして活動しているが、そのフィールドである文字などについても違法化を進めようという議論があった。我々は日常的に新聞の記事などを検索して使用する。朝日新聞や読売新聞のウェブサイトから必要なものをプリンターで印刷して使用することもある。これは私的複製の範囲内だが、例えばこの記事がblogに転載されるということもある。この記事を転載したblogを印刷すれば、それは違法にコピーされた記事を不正に印刷するということで違法ダウンロードになってしまう。インターネットで気に入った写真をダウンロードして壁紙にすると、これも違法ダウンロードになる。違法か合法化ということを知らずに、このような著作権侵害を日常的にやっている。日常的にデジタル化された情報を複製している。日本のインターネット人口は9500万人いるが、厳密に運用するとかなり多くのユーザーは日常的に著作権侵害をやっていることになる。映像や音楽の限定が外れると、日常的のそれだけの人数が刑事罰のついた違法行為をやっていることになる。言葉は悪いが現代の禁酒法的なものになるのではないか。インターネットを使用して情報のやりとりをしている上では、多くの人が軽微な著作権侵害を行なっている。何らかのchilling effectは考えられるのではないかと思う。米国型の一般的なフェアユース、権利制限規定が取り入れられるのであれば、そのフェアユースの中で利用していけば全般的に処理をすることができる。非親告罪化、あるいは違法ダウンロードの刑事罰化についてはフェアユースが取り入れられることが議論の前提になると思う。そのへんも考慮に入れていただければ。


  森ゆうこ文部科学副大臣：ありがとうございました。今日おこなっていただいたプレゼンテーションについて、私自身もわからない言葉がたくさんある。個人的な感想だが、立法府の中にいる人がネットのヘビーユーザー、あるいはそこそこ使っている人とは限らない。今急速に広まっているフリーに情報が得られるネット社会の感覚、あるは創作物の考え方について理解してもらえないところがある。お話にあったようなデジタル化、そしてインターネットの自由についてはそのメリット・デメリットを考えて、皆がその成果を享受してハッピーになるのが一番だと思う。そのために何が必要なのかということについては今後もご提案を頂きたい。今日は本当にありがとうございました。


  【香月感想】


  まず驚いたのは森副大臣から違法ダウンロード刑事罰化の話が振られたことです。有識者ヒアリングで話を聞くということは、かなり動きがあるんだろうと思います。ネット上でも先日記事が出て話題になりました。これを止めるにはどう動けばいいか……今悩んでいるところです。


  そしてこの違法ダウンロード刑事罰化、TPPでの知財要求項目であると思われる非親告罪化、それから法定賠償金との合わせ技になると恐ろしい法律になるということを考えました。非親告罪化が行われれば、権利者が望んでいないような形での逮捕が行われる可能性があります。例えばSoundcloudで公開されているマッシュアップの音楽をダウンロードした場合、違法ダウンロードということで逮捕し、そして刑事罰をつけることができます。さらにそこに法定賠償金がつくとなると恐ろしい額の賠償金を支払わなければならない状況も十分に考えられます。別件逮捕にも十分つながりますよね。フェアユースもない中で違法ダウンロード刑事罰化、そしてTPPの知財要求項目が導入となった場合、新しい創作がかなり生まれにくくなるのは間違い有りません。TPP交渉が妥結するまでの間、違法ダウンロード刑事罰化を進めることはあってはならないでしょう。


  



  -----参考：違法ダウンロード刑事罰化、TPPについて----


  ▼音楽違法DLに刑事罰 6月法案化へ（nikkansports.com）


  http://www.nikkansports.com/general/news/p-gn-tp0-20120326-923378.html


  ▼違法DLの刑事罰は一般人に理解されないかと。。。（BLOGOS）


  http://blogos.com/article/34987/?axis=g:0


  ▼福井弁護士のネット著作権ここがポイント

  TPPで日本の著作権は米国化するのか〜保護期間延長、非親告罪化、法定損害賠償（INTERNET Watch）


  http://internet.watch.impress.co.jp/docs/special/fukui/20111031_487650.html


  ▼福井弁護士のネット著作権ここがポイント

  TPPで日本の著作権は米国化するのか〜続報：知的財産Q&A編（INTERNET Watch）


  http://internet.watch.impress.co.jp/docs/special/fukui/20120120_505930.html


  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第5回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕


  


  【3月19日〜3月25日の注目メルマガ】


  ◆ロックオン通信〜山路徹的ニュースの読み解き方


  http://www.mag2.com/m/0001264451.html


  株式会社APF通信社代表取締役／ジャーナリストの山路徹氏によるメルマガ。vol.36では、2012年3月11日に南相馬市を訪れた際のVTR『3.11 一年目の被災地レポート』前編が視聴できる。その長さは28分25秒に及ぶ。津田大介氏は被災地を訪問する際、Ustreamなどで車窓から見える光景を映しながら語ったりしているが、それと同じような試みを編集された高画質な映像で行っている。津波に家を流された人に話を訊いたり、スーパーマーケットの社長に話を訊いたりしているが、映像の説得力には圧倒される。


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  『スクールガール・コンプレックス』（イースト・プレス）などで知られる写真家・青山裕企氏によるメルマガ。「妄想的なフェチ写真」と簡単な説明（タイトル）だけというシンプルな構成になっている。どのような写真なのかは、青山氏のサイト（http://yukiao.jp/）を見てもらえばわかると思う。毎日配信されるのだが、「これはエロい！」と手放しに思う時もあれば、どこがエロいのかサッパリわからない時もあり、ちょっとしたおみくじ気分を楽しんでいる。ちなみに私は、2012年3月24日の御坂美琴的シチュエーションと、2012年3月25日の森島はるか的シチュエーションがお気に入りだ。


  ◆服部みれいの超☆私的通信ッ


  http://www.mag2.com/m/0001368970.html


  『murmur magazine』（http://murmurmagazine.com/）編集長・服部みれい氏によるメルマガ。vol.16の近況では「エロ本ってどうなってるんだろうな」という好奇心から、フランス書院（http://www.france.jp/）の小説を読んだ感想が記されている。いわく「わたし、男の人のこと、何もわかっていなかった」。「男目線」な内容に少なからず衝撃を受けたようだ。私はフランス書院の小説を原作とするゲームでシナリオを担当した経験があるのだが、服部氏の気持ちも理解できる。私もシナリオ執筆中に何度「ここまで都合の良い女性なんか現実にいないよ！」と思ったことか。ちなみに、私がシナリオを担当することになったのは、元来の担当者が「自分の性的趣向に合わないので苦痛」という理由で降板する際、「代打」として推薦されたからだ。つまり、趣味は多様。フランス書院の小説を一冊読んだぐらいでは、男性の性的趣向についての総論を語ることなどできないのだ。


  ◆オトナオタク有料版


  http://www.mag2.com/m/0001419251.html


  ブログ「Something Orange」（http://d.hatena.ne.jp/kaien/）管理人・海燕氏によるメルマガ。vol.3では「テレビアニメのジェンダー規範はどう変わったか。」という書き下ろしコラムと、2007年4月6日の記事「『萌え』と幼児性愛に境界線は引けるか。」（http://d.hatena.ne.jp/kaien/20070406/p1）が掲載されている。主旨は両方とも同じで、一部の作品を見ただけで「アニメでは女性キャラクターが活躍していない」とか「萌えとはロリコン・ペドフィリアの心性」だと批判する人間の浅はかさを指摘している。しかし、こうした勘違いは日常的に行われている。一つ例を挙げると、有料メルマガは必ず配信日に来ると考えられている。しかし、津田大介氏のメルマガは、このように配信が大幅に遅れる。私が数多くメルマガを購読している中でも、配信がここまでずれ込むものは、ほかに存在しない。つまり津田マガには、有料メルマガの常識が通用しないのだと言える。


  ◆茂木健一郎のメールマガジン「樹下の微睡み」


  http://yakan-hiko.com/mogi.html


  脳科学者・茂木健一郎氏によるメルマガ。Vol.24には「Siriと人工知能研究の未来」というコラムが掲載されている。茂木氏は「Siri」（http://www.apple.com/jp/iphone/features/siri.html）を「『事実上』の人工知能」と評している。それはコンピュータに知能を持たせる研究の結果ではなく、クラウド上にある無限のリソースを使って、高度な言語処理が「事実上」可能になった結果だからである。つまりコンピュータが私たちの問いに答えてくれるという結果は同じでも、「コンピュータが知能を持てるか」という問いとは異なるアプローチから生まれた存在だと示唆しているのだ。声優好きの私は、ことSiriに関しては「あの声を担当した声優は誰か？」ということにしか興味がなかったため、茂木氏の指摘には脳を刺激された。


  



  【あとがき】


  株式会社まぐまぐから、献本ならぬ献メルマガを受けることになりました。その結果、1週間に届くメルマガは100通を超え、正直、読むだけで精一杯となりつつあります。ところで、今回紹介するかどうか迷ったメルマガがあります。声優・阿久津加菜さんのメルマガ「菜っ葉の『菜』！！ver.めーる」です。これはいくら何でもファンしか楽しめないよなという結論に至り、残念ながら見送りました。私は声優ファンなので、とても楽しめたのですが……。ちなみに、阿久津さんのメルマガは月額315円。声優事務所「ミュージックレイン」のモバイルサービス「ミュージックレインモバイル」（http://m-rayn.jp/）の月額と同じで1年間3780円という価格設定は、水樹奈々さん（http://www.mizukinana.jp/fanclub/index.html）や田村ゆかりさん（http://www.tamurayukari.com/fanclub/index.html）のファンクラブ年会費とほぼ同じになっています。そう考えると、もっと声優のファンクラブに入ってもいいのかな、と考えた次第です。


  



  【3月19日〜3月25日の購読メルマガ一覧】


  《3月19日配信》


  ◆J3+（メルマ）#155


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆田村耕太郎の政財界ぶっちゃけグローバル・トーク Vol.015


  http://www.mag2.com/m/0001374391.html


  ◆内田樹のメールマガジン「大人の条件」Vol.011


  http://yakan-hiko.com/uchida.html


  ◆甲野善紀のメールマガジン「風の先、風の跡〜ある武術研究者の日々の気づき」Vol.024


  http://yakan-hiko.com/kono.html


  ◆イビチャ・オシムの「オシム問答」Lesson.28


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/osim


  ◆茂木健一郎のメールマガジン「樹下の微睡み」Vol.024


  http://yakan-hiko.com/mogi.html


  ◆佐々木俊尚のネット未来地図レポート Vol.185


  http://www.mag2.com/m/0001161550.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆須田慎一郎の政経コンフィデンシャル Vol.0069


  http://foomii.com/00020


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン Vol.112


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』第52号


  http://nagatajun.jp/


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」Vol.0021


  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  ◆GELマガ Vol.48 短信


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  ◆週刊isologue 第155号


  http://www.mag2.com/m/P0007903.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第223号-第224号


  http://foomii.com/00001


  《3月20日配信》


  ◆堀江貴文のブログでは言えない話 第113号


  http://yakan-hiko.com/horie.html


  ◆木崎伸也のNumberでは書けない話 Vol.56


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/shinya-kizaki


  ◆菜っ葉の『菜』！！ver.めーる__022


  http://theory.ne.jp/akutsu/


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第225号-第228号


  http://foomii.com/00001


  《3月21日配信》


  ◆J3+（メルマ）#156


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆井戸実のブラックメルマガ Vol.033


  http://www.mag2.com/m/0001308870.html


  ◆オトナオタク有料版 vol.3


  http://www.mag2.com/m/0001419251.html


  ◆常見陽平の愛と怒りのシゴト論 vol.014


  http://biz-spice.jp/public/detail/1024/1187/


  ◆Weekly 井沢元彦の書かずにはいられない 第93号


  http://www.mag2.com/m/0001109500.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月21日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆喰始（たべはじめ）の「エンターテイメントの作り方・ひょうたんうさぎの育て方」Vol.008


  http://www.mag2.com/m/0001386110.html


  ◆ごまめの歯ぎしり 応援版 2012年3月21日号


  http://www.mag2.com/m/0001339330.html


  ◆貞方邦介カリスマ社長のメルマガだから言える話 Vol.69


  http://www.mag2.com/m/0001213772.html


  ◆ジョン・キムのメールマガジン「真夜中の幸福論」Vol.007


  http://yakan-hiko.com/kim.html


  ◆林裕人のクッキングスクールへようこそ！ vol.004


  http://www.mag2.com/m/0001447130.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0701


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆ロックオン通信〜山路徹的ニュースの読み解き方 vol.036


  http://www.mag2.com/m/0001264451.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆後藤勝公式メールマガジン・トーキョーワッショイ！Ｚ VOL.8


  http://tokyowasshoi.jp/


  ◆西部謙司メールマガジン Vol.55


  http://www.mag2.com/m/0001264412.html


  ◆マル激！メールマガジン 2012年3月21日号


  http://www.mag2.com/m/0001015841.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第229号-第231号


  http://foomii.com/00001


  ◆ビジネス知識源プレミアム Vol.583


  http://www.mag2.com/m/P0000018.html


  《3月22日配信》


  ◆J3+（メルマ）#157


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆黒田勇樹が働かずに生きていくためのメルマガ「黒田運送（便）」vol.17


  http://www.mag2.com/m/0001367290.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第710号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆〈マネーの虎〉安田久の天国と地獄 022号


  http://www.mag2.com/m/0001355611.html


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120322（356）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月22日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0702


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆GELマガ Vol.48


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  ◆小澤一郎の「メルマガでしか書けないサッカーの話」Vol.086


  http://www.mag2.com/m/0001172031.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第232号-第235号


  http://foomii.com/00001


  《3月23日配信》


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第711号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆メルマガNEWSポストセブン vol.008


  http://www.mag2.com/m/0001389911.html


  ◆J3+（メルマ）#158


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆あるきすと平田のそれでも終わらない徒歩旅行〜地球歩きっぱなし20年


  第35号


  http://www.mag2.com/m/0001319893.html


  ◆横須賀てるひさの「東京資格起業家物語」Vol.024


  http://www.mag2.com/m/0001354050.html


  ◆小寺信良の「金曜ランチボックス」Vol.019


  http://yakan-hiko.com/kodera.html


  ◆古賀茂明と日本再生を考えるメールマガジン Vol.011


  https://mall.ismedia.jp/category/select/pid/8767


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120323（357）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月23日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆ごまめの歯ぎしり 応援版 2012年3月23日


  http://www.mag2.com/m/0001339330.html


  ◆宇都宮徹壱公式メールマガジン「徹マガ」第93号


  http://tetsumaga.com/


  ◆辛坊治郎メールマガジン 第58号


  http://www.mag2.com/m/0001245968.html


  ◆高城未来研究所「Future Report」Vol.040


  http://www.mag2.com/m/0001299071.html


  ◆中村うさぎの穴便り vol.013


  http://www.mag2.com/m/0001382174.html


  ◆日笠雅水の「マーコさんのテソーミ教室」vol.056


  http://www.mag2.com/m/0001258270.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0701


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆大原さんちの九州ダイナミック vol.009


  http://www.mag2.com/m/0001410910.html


  ◆服部みれいの超☆私的通信ッ vol.16


  http://www.mag2.com/m/0001368970.html


  ◆黒田有彩のすべての道は宇宙に通ず Vol.011


  http://www.mag2.com/m/0001359890.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第236号-第240号


  http://foomii.com/00001


  《3月24日配信》


  ◆J3+（メルマ）#159


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆医師・シニア野菜ソムリエ メグ先生の森の診療所 vol.18


  http://www.mag2.com/m/0001313672.html


  ◆空の上の格差社会をこっそりのぞき見！ 美月あきこの今日からはじめるファーストクラスの流儀 Vol.030


  http://www.mag2.com/m/0001231356.html


  ◆黒田勇樹編集 日本一馬鹿なメルマガ「黒田運送（便）ハイパー」vol.4


  http://www.mag2.com/m/0001455170.html


  ◆でろマガサッカーコラム Vol.101


  http://www.mag2.com/m/0001249850.html


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120324（358）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆杉本清のメルマガだから言える競馬のお話 VOL.101


  http://www.mag2.com/m/0001111783.html


  ◆ビジネス発想源 Special Sp078


  http://www.mag2.com/m/0001185134.html


  ◆週刊！ SRメルマガ vol.21


  http://www.mag2.com/m/0001320971.html


  ◆週刊三橋貴明 〜新世紀のビッグブラザーへ〜 Vol.148


  http://www.mag2.com/m/P0007991.html


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』第53号


  http://nagatajun.jp/


  ◆GELマガ


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月24日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第241号-第245号


  http://foomii.com/00001


  《3月25日配信》


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆くらたまなぶの「仕事で泣いたことのある君への手紙」第18号


  http://www.mag2.com/m/0001179895.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月25日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第712号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆「真」党議員・石川ともひろの汚名返上！ 第26号


  http://www.mag2.com/m/0001333734.html


  ◆ウィークリー タムくん vol.43


  http://www.mag2.com/m/0001278871.html


  ◆池田信夫メールマガジン「エコノMIX」2012年3月25日（日）


  http://www.mag2.com/m/0001336011.html


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120325（359）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】 第245号-第247号


  http://foomii.com/00001


  ※新たに購読するメルマガを募集しています。「このメルマガが面白いよ」という情報提供や、「このメルマガ気になるんだけど、レビューを読んでから決めたい」というご要望はツイッター @sammy_sammy までリプライをお寄せください。

  


  ▼渡辺文重（わたなべ・ふみしげ）


  1973年生まれ。福岡県北九州市出身。フリーランス編集者／ライター。有限会社ブンヤ取締役。パソコン雑誌のライターを経て、2003年に有限会社ブンヤ設立。携帯サイトの企画、運営、編集、執筆などを行う。主な分野は、サッカー、ゲーム、アニメなど。


  ツイッターID：@sammy_sammy

  


  
    	Web：http://xtc.bz/


    	Twitter：http://twitter.com/tsuda


    	Facebook page：http://www.facebook.com/daisuke.tsuda


    	Google+：http://plus.google.com/107266595111301357110


    	Ustream：http://www.ustream.tv/user/tsuda


    	Tumblr：http://tsuda.tumblr.com/


    	Flickr：http://www.flickr.com/photos/xtcbz


    	YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


    	Klout：http://klout.com/tsuda

  

  


  □ 発行元：有限会社ネオローグ　http://www.neo-logue.com/


  □ 発行責任者：津田大介（@tsuda）


  □ 編集：松本香織（@tekitoeditor）


  □ スタッフ：小嶋裕一（@mutevox）、香月啓佑（@kskktk）


  ※本メルマガに掲載される記事の著作権は（対談など一部のコンテンツを除き）発行元及び発行責任者に帰属します。記事の引用、転載、雑誌掲載などは事前連絡なくご自由に行っていただいて結構ですが、引用については公正な慣行、転載については常識の範囲内でお願いできれば幸いです。引用、転載、雑誌掲載いずれの場合も、本メルマガのコンテンツを利用される場合は出典を付記するようお願いいたします。


  ※このメルマガの発行日は第1〜第4水曜日です。ゴールデンウィーク、お盆、年末年始には、適宜、合併号を発行します。なお、取材期間などの関係で不定期に休刊することがあります。

